
氏名 村上 史朗

学部担当科目

・社会心理学概論（後期）
・社会心理学Ⅰ（前期）
・文化心理学（前期）
・心理学研究法Ⅱ（後期）
・社会心理学応用実習Ⅰ、Ⅱ（前期・後期）
・社会心理学演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ（前期・後期）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

・社会心理学特論Ⅰ、Ⅱ（前期・後期）
・
・
・授業科目

平　成　２２　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本社会心理学会、日本グループ・ダイナミックス学会、日本心理学会、Society for
Personality and Social Psychology,　日本火災学会

広義の文化的規範の性質の検討、潜在的認知過程

心理統計解析に関する実習資料の作成

奈良大学心理学講座「失敗の心理学」
横浜国立大学招待講演「規範やマナーを逸脱する心理」
新潟大学環境安全教育テキストへ寄稿「ヒューマン・エラーの予防と修正」

東京大学大学院人文社会系研究科博士課程単位取得満期退学

博士（社会心理学）

社会心理学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

【外部資金獲得状況】※金額は間接経費を除く
１．文部科学省科学研究費補助金　若手研究B（2009～2011年度）　2010年度経費100万
円
　　研究題目：潜在的自尊心の補償的高揚と集団価値の内在化の過程の検討
２．共同研究（横浜国立大学）2010年度　研究経費：285万円
　　研究題目：住宅用火災警報器の需要・普及予測手法の開発・検証等に係る調査研究
３．共同研究（日本電気株式会社）2010年度　研究経費：99万7500円
　　研究題目：社会規範的行動の促進/阻害の要因調査およびその行動促進に向けての
　　　　　　　情報提示方法の検討

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

心理学科予算委員、広報委員、ホームページ委員、学部内入試委員

大学院博士後期課
程担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科
目

・
・
・
・



共著

共著

共著

④

②

⑤

①住宅用火災警報器設置と命
令的・記述的規範認知の関連

③

④

⑤

①住宅用火災警報器の設置を
抑制する要因

③

（その他）

②

⑤

⑤

④

第12章「文化と自己」分担執筆
（該当章は単著）

③

（学会発表）

①

②

②

③

④

日本消防検定協会の定期刊行物へ寄
稿した解説記事

著者：村上史朗、岡泰資、栗岡均、
佐藤博臣

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①展望　現代の社会心理学Ⅰ
個人のなかの社会

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別
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